
（別紙３）

～ R8年　1月　31日

（対象者数） 28名 （回答者数） 23名

～ R8年　1月　10日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

低月例だからこそできる遊びの中での感覚刺激等

を、安全を確保した上でもっと多く取り入れられ

るよう、療育玩具を作成する。

2

疲れやすさなどにも考慮しながら、スキルの習得

を図るため、職員一人ひとりがより丁寧なアセス

メントをしていく。

3
発達段階に合った必要な動きを取り入れた遊びや

活動を、より頻繁に共有し取り入れていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 室内でできる粗大運動等を取り入れる。

2

ワンフロアの中でも、パーテーション等を使用す

ることで、カームダウンスペースにしたり、刺激

を減らして個別課題をしたりしている。

3 より密に連携を図り、移行できるよう調整する。

月齢の低い段階から利用できるような体制を整えて

おり、保護者の方の負担軽減に繋がるような役割・

サポートを意識している。

保育士を多く配置することで、母子分離を子どもも

職員も負担なく進められ、一歳児より療育をスター

トできる。

ネガティブな経験を少なくしながら、個々に応じた

スキルを習得するための支援を日々模索。

発達段階における課題をクリアにしていく中で、

個々の状態に配慮しながら支援をする。

法人内のPTやSTとの連携。

月に数回ではあるが、専門職の職員に来てもらい、

子どもたちの発達をそれぞれの視点からアセスメン

トしてもらっている。

児童発達支援のみであること。
法人内に放課後等デイサービスはあるが、定員が

いっぱいでスムーズな移行が難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

戸外遊びができない。 近くに安全に行くことができる公園等ない。

ワンフロア。
別室も使用するとなると、離れているため職員数が

多く必要になってしまう。

R8年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 夢のテラス

○保護者評価実施期間
R8年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


